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認定

185億円

　平成３０年第３回定例会（９月議会）は、８月３１日に開会し、１０月１日
までの会期で開催しました。一般質問は９月１０日から１２日の３日間、１２
人の議員が質問を行い、また、１３日から２０日にかけては、予算決算委員
会で補正予算と決算を審査し、１０月１日に議案審議を行い閉会しました。
　議案審議では、小中学校へのエアコンや街頭防犯カメラの設置を含む一
般会計の補正予算をはじめ、病児・病後児保育施設の指定管理者の指定や
建設工事、文化センターや総合体育館など文化・スポーツ施設の設備更新
や整備工事に関する議案など、２０件をすべて可決し、また、平成２９年度
決算の認定では、一般会計・特別会計・企業会計すべての決算を認定しま
した。
　　※賛否の分かれた議案は４ページに掲載
　　　全議案の議決結果はホームページでご覧いただけます。
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意見と今後留意すべき事項 意見と今後留意すべき事項
● 職員の時間外勤務が増加傾向。削減につなが
る抜本的な制度改革を検討すること。
● 施設設備の不具合は、利用者の利便性を第一
に迅速に対応すること。
● 事業の検証を十分に行い、不用となる額を早
期に減額補正することで、予算を有効に活用
すること。

● 県域化がスタートしたことから、引き続き滞
納額の縮減に努めること。〔国民健康保険会計〕
● 水の安全確保を第一に、コスト削減に努める
こと。〔水道会計〕
● 常勤医師の減少を認めず引き続き医師確保に
努め、村民ニーズに合った診療体制の充実を
図ること。〔病院会計〕

　９月議会では、前年度の決算（収入・支出の実績）について審査を行います。
　これは、議会が決定した予算について、執行の効率性や効果を審査・評価するもので、東海村議会では、
一般会計予算決算委員会と特別会計予算決算委員会において審査します。
　ここでは、委員会で出された決算に対する意見の一部を紹介します。

※「決算審査」の説明は、Ｐ12議会豆知識もあわせてご覧ください。

村のお金の使い方を
平成 29年度決算を審査しました

check !

委員会では、村執行部から説明を受け、質疑をしながら審査します。


